
 

 

 

 

 

 

第１０章 ほ場整備工 
 

 

１０－１ ほ場整備工 

（１）ほ場整備整地工 ・・・・・・・・・・・・・・ １０－１ 

（２）基盤整地及び簡易整備 ・・・・・・・・・・・ １０－４ 

１０－２ 暗渠工 

（１）暗渠排水工 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １０－５ 

（２）弾丸暗渠工 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １０－７ 

（３）自動埋設暗渠工 ・・・・・・・・・・・・・・ １０－７ 

１０－３ 雑物除去（水田ほ場整備工） ・・・・・・・ １０－８ 

１０－４ 畦畔ブロック ・・・・・・・・・・・・・・ １０－８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



第１０章 ほ場整備工 

 

１０－１ ほ場整備工 

 

（１）ほ場整備整地工 

水田のほ場整備工事の表土整地、基盤整地等を行う場合に適用する。 
 

１）数量算出項目 

表土扱い、基盤切盛の面積を区分ごとに算出する。 

 

表１０－１ 数量算出項目区分一覧表 

区 分 

 

項 目 

作業 

計画平

均区画

面積 

現況平

均地形

勾配 

障害物

状況 

はぎ取

る表土

の厚さ

排水

状況
土質 単位 数量 備考

はぎ取り 

戻し工法 

表土扱い 〇 〇 〇 〇 〇 × × ㏊   

基盤切盛 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ㏊   

順送り 

工法 

表土扱い 〇 〇 〇 〇 〇 × × ㏊   

基盤切盛 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ㏊   

 

①工法、作業区分 

工法、作業による区分は、下表のとおりとする。 

項  目 作業区分 

はぎ取り戻し工法 

表土扱い 

表土はぎ取り 

表土戻し 

表土整地 

表土戻し+表土整地 

表土はぎ取り+表土戻し+表土整地 

基盤切盛、畦畔築立 

基盤切盛+畦畔築立+基盤整地 

基盤切盛+畦畔築立 

基盤整地 

順送り工法 

表土扱い 

表土はぎ取り+表土戻し 

表土整地 

表土はぎ取り+表土戻し+表土整地 

基盤切盛、畦畔築立 

基盤切盛+畦畔築立+基盤整地 

基盤切盛+畦畔築立 

基盤整地 
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【出典：土地改良事業標準設計第１１編ほ場整備 P34、P35】 
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②計画平均区画面積 

計画平均区画面積を算出する。（対象地区の区画面積計÷区画（筆）数） 

区画面積とは、作付面積（水張面積）に畦畔面積を加えたもので、道路、水路敷地を含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

用水路 

排水路
道路 

畦畔面積作付面積

区画面積 
 

 

③現況平均地形勾配 

現況平均地形勾配を算出する。（計画区画短辺方向の現況平均勾配） 

 

④障害物状況区分 

障害物状況による区分は、下表のとおりとする。 

項 目 障害物状況区分 

表土扱い、基盤切盛 

少ない 

普 通 

多 い 

 

⑤はぎ取る表土の厚さ 

はぎ取る表土の厚さを算出する。（整備前のほ場からはぎ取る表土の厚さ） 

 

⑥排水状況区分 

排水状況による区分は、下表のとおりとする。 

項 目 排水状況区分 

基盤切盛 

湿 田 

半湿田 

乾 田 

 

⑦土質区分 

土質による区分は、下表のとおりとする。 

項 目 土質区分 

基盤切盛、畦畔築立 
砂・砂質土 

粘性土・礫質土 

 

 

２）数量算出方法 

数量の算出は以下の方法によるものとする。 

        数量(㏊)＝出来上りの作付面積(水張面積)＋畦畔面積とし、道路敷地、水路敷地は含まない。 
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（２）基盤整地及び簡易整備 

ほ場整備工事のうち、現況地形勾配が1／１０を超える急傾斜地及び極端に扱い土量の少

ない平坦地の場合に適用する。 
 

１）数量算出項目 

基盤整地、簡易整備の面積を区分ごとに算出する。 

 

表１０－２ 数量算出項目区分一覧表 

区 分

項 目 
作業内容 作業条件 単 位 数 量 備 考 

基盤整地工 〇 〇 ㏊   

簡易整備工 × 〇 ㏊   

 

①作業内容区分 

作業内容による区分は、下表のとおりとする。 

項 目 作業内容区分 

基盤整地工 
基盤整地 

表土整地 

 

②作業条件区分 

作業条件による区分は、下表のとおりとする。 

項 目 作業条件区分 

基盤整地工、簡易整備工

良 好 

普 通 

不 良 
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１０－２ 暗渠工 

 

（１）暗渠排水工 

ほ場整備工事の暗渠排水工（掘削深0.5～1.0ｍ）を行う場合に適用する。 
 

１）数量算出項目 

暗渠の延長を区分ごとに算出する。 

 

表１０－３ 数量算出項目区分一覧表 

区 分 

 

項 目 

掘削

深 

排水

管 
口径 

被覆

材 

被覆材 

断面積 

小運搬

距離 
重量 

埋戻 

断面積 
単位 数量 備考

暗渠排水 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ｍ   

 

①掘削深区分 

掘削深区分は平均掘削深（１０cm単位）ごとに算出する。 

 

②排水管区分 

排水管区分は、下表のとおりとする。 

排水管区分 

暗渠排水管（定尺管） 

暗渠排水管（ロール管） 

土管、陶管 

 

③口径区分 

口径区分は、下表のとおりとする。 

口径区分 

暗渠排水管（定尺管） 
50～75mm 

100 mm 

暗渠排水管（ロール管） 50～75 mm 

土管、陶管 

60 mm 

75 mm 

90 mm 

 

④被覆材区分 

被覆材区分は、下表のとおりとする。 

被覆材区分 

もみ殻 

砕石 

粗朶類 

 

⑤被覆材断面積 

被覆材がある場合、断面積（管断面積を控除したもの㎡）ごとに算出する。 

 

10-5 



⑥小運搬距離 

運搬距離区分は、下表のとおりとする。 

運搬距離区分 

50ｍ以下 

50ｍを超え100ｍ以下 

100ｍを超え150ｍ以下 

 

 

⑦重量 

土管・陶管の重量を１ｍ重量ごとに算出する。 

 

⑧埋戻断面積 

断面積（㎡）ごとに算出する。 
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（２）弾丸暗渠工 

弾丸暗渠を施工する場合に適用する。 
 

１）数量算出項目 

弾丸暗渠の延長を区分ごとに算出する。 

 

表１０－４ 数量算出項目区分一覧表 

区 分 

項 目 
配置間隔 単 位 数 量 備 考 

弾丸暗渠 〇 ㏊   

 

①配置間隔区分 

配置間隔ごとに区分する。 

 

 

（３）自動埋設暗渠工 

自動埋設（トレンチャ型）専用機による暗渠（掘削深 0.5～0.8ｍ）を施工する場合に適

用する。 
 

１）数量算出項目 

暗渠の延長を区分ごとに算出する。 

 

表１０－５ 数量算出項目区分一覧表 

区 分 

項 目 
掘削深 口 径 

被覆材 

断面積 
単 位 数 量 備 考 

自動埋設暗渠 〇 〇 〇 ｍ   

 

①掘削深区分 

掘削深（５cm単位）ごとに区分する。 

 

②口径区分 

口径区分は、下表のとおりとする。 

口径区分 

暗渠排水管（ロール管） 50～75mm 

 

③被覆材断面積 

被覆材がある場合、断面積（管断面積を控除したもの㎡）ごとに算出する。 

 

 

 



１０－３ 雑物除去（水田ほ場整備工） 

ほ場整備工事の雑物除去を行う場合に適用する。 
 

１）数量算出項目 

雑物除去の面積を区分ごとに算出する。 

 

表１０－６ 数量算出項目区分一覧表 

区 分 

項 目 
雑物量 単 位 数 量 備 考 

既耕地 
〇 

㏊ 
  

未墾地 ㏊ 

 

①雑物量区分 

雑物量ごとに区分する。 

項 目 雑物量区分 

既耕地  5.0(ｍ３／ha)程度 

 7.5(ｍ３／ha)程度 

10.0(ｍ３／ha)程度 

未墾地 26.0(ｍ３／ha)程度 

 

 

１０－４ 畦畔ブロック 

畦畔ブロックを設置する場合に適用する。 
 

１）数量算出項目 

畦畔ブロックの延長を区分ごとに算出する。 

 

表１０－７ 数量算出項目区分一覧表 

区 分 

項 目 
規格 単 位 数 量 備 考 

畦畔ブロック 〇 ｍ   

 

①規格区分 

規格区分は、下表のとおりとする。 

規格区分 

４５０型 

５００型 

６００型 
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